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【論文（報告書）の構成】 
はじめに 
第 1 章 序論（研究背景、問題意識、研究目的、研究方法） 
第 2 章 先行研究（キャリア開発支援の概要、効果及び現状、モチベーション理論） 
第 3 章 事例研究（日中企業のキャリア開発支援の取り組みと効果） 
第 4 章 仮説設定と実証分析 
第 5 章 おわり 
参考文献 

【論文（報告書）の内容】 
１．研究目的 
本研究の目的は、日中企業のキャリア開発支援について、その現状と解決策などについて検討する。

次は、実証研究に通して、企業がキャリア開発を支援する程度と経営業績との関係を明らかにする。 
２．研究方法 
まず、文献調査では、キャリア開発の歴史と変遷を整理し、キャリア開発に関する先行研究や関連文

献、統計情報などを収集・整理する 

次に、事例研究として、企業のホームページなどの資料を調査分析する。 

先行研究と事例研究から仮説を構築し、実証分析を行う。実証分析は企業の経営者と従業員を対象に

アンケート調査を実施する。 

結論では、分析結果と提案、及び今後の課題を提示する。 

３．先行研究 
 少子高齢化と年功序列が崩壊する状況で、多くの日本企業では、企業間競争を勝ち抜くために、人材

育成と人材育成制度を重視している。 

 日本企業では、優秀な人材の育成・確保、組織の活性化など様々な効果が期待できるように、戦後か

らキャリア開発支援が導入された。日本のキャリア開発支援の歴史を振り返ると、日本企業におけるキ

ャリア開発支援の動向は「組織主導」から「自律的な形成」へ転換している。社内公募制度、自己申告

制度など、新たなキャリア開発支援制度が注目されている。しかし、自律的キャリア開発の導入状況は、

まだ低い水準にとどまっており、今後、キャリア開発支援をどのように進めていくかが、重要な課題に

なっている。中国の場合は、「企業経営管理人才隊伍建設中長期企画（2010－2020 年）」政策により、企

業内のキャリア開発支援システムを構築することを企業に義務付けている。 

 キャリア開発支援の取り組みは、自己認識と仕事への認識を高め、社員の成長を促すことができる、

また、社員の離職意識が下がることで、パフォーマンスとモチベーション（動機づけ）が向上し、チー

ムワークへの貢献意識が生まれ、仕事の効率を向上させることができる。キャリア開発支援の実施によ

り、企業の成長と業績向上に役立つと見込まれる。 

４．事例研究 
 事例研究では、キャリア開発支援を積極的に実施している日中企業を対象に日本企業 3社、中国企業

1 社を選択し、キャリア開発の取り組みと効果ついて考察した。日中大手企業では、自社の経営理念に



基づいて、社員一人ひとりのキャリア形成を支援しており、社員の個性と自律性を尊重し、多くのキャ

リア開発制度が整備されている。社員がキャリア開発制度を受ける後、仕事への理解、自分のキャリア

目標の明確および仕事への満足・効率に役立つとわかった。 
５．仮説設定と実証分析 
 キャリア開発と企業の経営状況の関係について明らかにすることは、企業の経営戦略の一助となるこ

とから、以下の仮説を構築し、実証する。 

 仮説①：企業がキャリア開発を支援すればするほど、人材の定着率を向上させることができる。 

 仮説②：企業がキャリア開発を支援すればするほど、社員のモチベーションを向上させることができ

る。 

 仮説③：社員のモチベーションを向上させることができれば、企業の経営成果に貢献することができ

る。 

 3 つの仮説について、アンケート調査から相関分析と重回帰分析を行った結果、すべて有意であるこ

とが示された。 
６．結論 
 少子高齢化と経済発展の停滞を背景に、企業にとって人材の確保と育成は、重要な人事課題の一つに

なっている。キャリア開発は人材戦略の一環として、重要性が高まっている。本研究では実証研究を通

して、キャリア開発支援の取り組みが企業の経営成果に影響を与えることを明らかにした。 

 今後の課題として、新型コロナウイルスの影響で日本国内での企業キャリア開発の現状が十分に調査

できなかった。今後の一つの課題といえば、日本企業のキャリア開発支援に関する研究を深層的に行う

ことである。 
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